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子どもたちは「働く親」をどのように見ているのか
川　口　桂子
はじめに
　私が千葉大学に社会人入学をして、社会学を学ぼうと思ったそもそものきっ
かけは、地域の小学校でP　TA会長を経験したことだった。P　TAとはPの
両親とTの先生が、子どもの健やかな成長を願って組織される会である。そ
の年は、南河内町が県からr研究P　TA」の指定を受けており、地域の6つ
の小学校と中学校が共同で研究P　TAに関ることになっていた為、新興住宅
地と従来の南河内町地区（薬師寺地区及び吉田地区）のP　TAの関り方の違
いについて、発見する事が多かった。
　従来の南河内町地区のP　TAでは、自分達もその小学校の卒業生であった
保護者も多く、小学校は子ども達だけでなく、保護者自身にとっても母校で
あった。その為、保護者同士も仲間意識を持っており、伝統校各々が自負す
る行事を続けていた。
　それに比べ、新興住宅地のP　TAでは地域で子どもを育てる、という意識
があまり強くなかった。新興住宅地で起きる低年齢層による凶悪な事件（例
えば、神戸の須磨区の事件や栃木県の黒磯市の女性教師殺傷事件など）の増
加は、子どもと地域の関りと無関係ではないのではないか、という危惧を持っ
た。
　私が社会人入学をして社会学を学ぶことを決心したのは、社会学を学ぶこ
とにより、あまり楽観視ができない、子どもが育つ環境に対し、自分にも何
かできるのではないか、という思いからであった。
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　今回、白鴎論文集に発表させていただくのは、私が千葉大学で研究した
r子どもたちはr共働きの親』をどのように見ているのか」から、子どもた
ちが共働きの親をどのように見ているのかを、インタビューとr時問簿」か
ら調べたものである。r時間簿」とは、あらかわ菜美氏がお金の管理の家計
簿に対し、r時間のやりくりはr時間簿』で」と提案したものである。本論
文では、商標登録済みの「時間簿」を氏の許可を頂き、論文で比較対照する
ために、少し手を加えて使わせて頂いた。（あらかわ　1999：25）
　修士論文全体の構成は、以下のようになっている。
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本論集では、修士論文の中の、主に1～3について発表する。
1．r共働き」観・r共働き」やr母親の就労」に関する評価の変化
　私が社会人として入学した1999年頃から、「17歳」の犯罪が注目されはじ
めた。r普通の家族」r普通の子ども」の起こした事件、或いはrrいい子』
の非行」（佐々木　2000：95）と報道で強調された。いつの時代にも17歳は
存在していたのに、何故このように事件が多いのだろう。精神科医の中沢正
夫は『子どもの凶悪さの心の分析』で次のように述べている。
団塊の世代とは、戦後、昭和二十二～二十五年ごろのベビーブームに生ま
れた世代であり、世代別に見ると、もっとも大きな集団である。（中略）
不登校も家庭内暴力も新人類も、その団塊の世代の子どもが大きくなるに
つれて激増しているといってよい．
　急速に発展する経済は絶えず大量の労働力を必要とし、超過勤務はあた
りまえとなっていった。父親だけでは足りず、女性、主婦労働の駆り出し
が必要となり・共稼ぎは常態となった。女性の社会進出は、文明の進歩の
証しとされ・ウーマンリブの鼻息が荒かった。これらの女性の社会進出は、
育児、家庭教育の保障をしないままに行われた。そのため各地で、無認可
保育所づくりがすすめられた。子どもは、保育所から学童保育へまわり、
両親不在のカギッ子となり、親の子育て参加は不十分なままであった。し
かも子育て、教育にかかる金額は大変なものであり、子どもの数はいきお
い少なくなっていった。（中沢　2000：36－37）（下線は引用者）
仮に上記の中沢氏の説を、図で表現するのであれば、次のようになるであ
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ろう。団塊世代の子どもが増加するにつれ、問題と思われる子どもに関わる
事件も増加するということである。
団塊世代のr女性の社会進出」＝r文明の進歩の証し」
　　　　甚（育児家庭教育の保障をしないまま行われた）
「無認可保育所づくり」
　　　　喜（両親不在のカギっ襯の子育て参加ま不＋分）
団塊世代の子どもが大きくなる→不登校・家庭内暴力・新人類の激増
　中沢氏の説明は、確かに今まで指摘されなかった問題点を明確にしている。
しかしながら、私は中沢氏の説に不満を感じた。なるほど、団塊世代の多く
は、r企業戦士」と呼ばれるほど、仕事中心の生活をしてきた人々である。
けれども、彼らの働きがあればこそ、日本の驚異的な経済の復興があったの
ではないか。
　又、この説明では、r女性の社会進出」こそが、結果的に不登校や家庭内
暴力の子どもを創出しているかのようである。では、「女性の社会進出」は
どのように捉えられてきたのであろうか。家庭の中で、母親がr社会進出」
をすれば、一般的には「共働き」の家庭と表現されるであろう。そこで、
「共働き」がどのように捉えられているのかを、時代を追って比較検討して
みることにした。
非行と家族との関連については、家族構造（ひとり親、共働きなど）に原
因を求める場合があるが、すでに1974年に徳岡秀雄は、補導歴のある少年
と一般の中学生との比較分析を通じて、家族構造と非行との間に関連はな
く、家族機能との関連が問題とされねばならないことを報告している（中
略）『両親健在の中流家庭からも非行が発生する』という、家族構成と非
行行動を直接に結びつけ単一の因果関係を主張することは妥当性を欠く」
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［佐々木1989：24］と報告し、「非行群の親のしつけパターンは、一般群に
比べて特異なパターンを示し、（1）しつけの通時的一貫性の欠如、（2）幼児
期の『放任』と思春期の『盲従』が特徴」［佐々木　1989：37］と家族の機
能的側面の重要性を報告している。これらの研究によって、非行の原因を
家族の構造あるいは構成に求める言説はすでに否定されているといえよう。
（野々山＋袖井＋篠崎　1996：145）
　1980年代の後半には、非行の原因を家族の構造あるいは構成に求める言説
はすでに否定されているにもかかわらず、事件がおきるとマスコミによって
最初に論われるのが家族の構造や構成である。とりわけ母親が就労している
場合には、まるで非行の原因がそこにあるかのような報道も多い。ところが
その母親の就労について、別の観点も登場していた。
従来の、母子関係の病理といえば、第一にとりあげられるのは初期の母性
的養育の欠如であるr母性剥奪」であり、共働きの問題性が論議の的となっ
てきた。しかし、牧野は、育児で夫を煩わすこともなく、仕事・趣味・社
会活動などで外出することもせず、ひたすら近代家族の母親役割に忠実に
生きている女性たちこそが育児不安、よくいわれるいい方では育児ノイロー
ゼやイライラの犠牲者になっているということを、数次にわたる調査から
実証的に明らかにした。r子どもからr離れる』ということと、よりよい
育児態度が関連している」とは、従来の母子関係論の先入見を覆す衝撃的
な発見であった。（落合　1989a：94）
　仮に、母親が「子どもから『離れる』ということと、よりよい育児態度が
関連している」というのであれば、子どもにとっても母親がr離れる』とい
うことが、不満足ではないということなのだろうか。それは、フルタイムで
はないものの、ずっと子育て期間中も働いてきた私にとっては、知りたいこ
とであった。ところが、子どもの側から親の働いていることへの意見を集め
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たものがなかなか見つからなかった。
　1999年の秋、アメリカでまさに自分が知りたいと考えている内容を取り扱っ
た本が、出版されたことを知った。Ellen　Galinsky著の”Ask　the
Children”である。私はこの本を、Newsweek　1999．10．13の新刊書の紹介記
事で知ったのであるが、その中でも、次の一文が非常に私の興味を引いた。
　親と過ごす時問の長さは非常に大事だ。仕事がある日にも休日にも子供
との時間を多く取っている親は、子供たちに高く評価されている。r親と
もっと長く過ごせば、子供はもっといい大人になれると思う」とパートタ
イムで働く父親と専業主婦の母親をもつ一二歳の少年は言う。
　だが、子供は一緒に過ごすだけでは満足しない。多くの子供は親と過ご
す時間があわただしく、せかされているように感じている。そう感じさせ
ている親の評価は低い。
（中略）子供たちの評価が高いのは、自分たちに注意を払ってくれる親、
つまり「集中」してくれる親だ。（Newsweek　l999．10．13：P60）（下線は
引用者）
　共働きをしている母親にとって、時間は切実な問題である。ゆったりとし
た時間を持てなければ子供は両親を評価しないのだろうか。そこで、私は
この本を取り寄せて読み始めた。ところが、その中で面白いことを発見した・
親が思っていることと、子供が思っていることに、ずれがあるということで
ある。例えば、以下のグラフを見てみよう。これは、「もし、親の働く状況
や家族の生活を変えることができるとしたら、どんな事を望むのか」を子ど
もに聞いた結果である。対象は、第3学年から第12学年までの子ども達であ
る。（Ellen　Galinsky　1999：93）
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働いている母親に何を望むか
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　では、親はどのように考えているであろうか。著者のEHenは、親に対し、
「子どもは何を望んでいると思うか」を、質問している。ここで、強調した
いのは、r親が子どもに対し、何をしたいか」を聞いているのではない、と
いうことである。親に、「子どもは（親に）どのようにして欲しいと考えて
いると思うのか、何を望んでいると思うのか」を尋ねているのである。次に
引用するグラフは、P93に掲載されていた、親のアンケートのデータをグラ
フ化したものである。上のグラフと、見比べてみると、違いがよく分かる。
25
子どもは何を望んでいると思うか
20
15
10
?》??
????????増も
やつ
しと
て収
欲入
しを
い
増私も
やとつ
しいと
てる
欲時
し間
いを
滅働も
らくつ
し時と
て間
欲を??
減スも
らトつ
しレと
てス仕
欲を事
し　の
い
減仕も
ら事つ
しでと
ての
欲疲
しれ
いを
　驚くべき事に、働いている両親の56％が、r子どもはより多くの時間を親
と過ごしたいだろう」と想像しているのである。子どもの回答の中で2番目
に多かった、親に「仕事のストレスを減らして欲しい」と、子どもが考えて
いると想像できる親は、ほとんどいなかったのである。
一29一
川口桂子
　初めてこの子どもの回答の部分を読んだ時、収入の増加を望んでいる子ど
もが多いことに驚いた。けれども、それは、親のストレスや疲れに見合うだ
けの収入があれば、と望んでいるのだということに、気がついた。子ども達
の本音は、「あんなに頑張っているのだから、もっと評価されて、もっと収
入が増えればいいのに。」ということであり、rもっと頑張って働いて、沢山
稼いできてくれ。」ということでは、なかったのである。
　働いている親は、子どもが自分といる時間を増やして欲しいと望んでいる
だろう、と考えている。それは、実際に子どもが望んでいると答えている数
の2倍である。r共働き」の場合、とりわけ母親は、r子どもが寂しい思いを
しているのではないか」と考えがちである。（これは、むしろr子どもに寂
しい思いをさせてしまっているのではないか」という母親側の言葉に置き換
えた方が、分かりやすいかもしれない。）が、本当に子どもはそう感じてい
るのだろうか。
　そこで、実際に両親が働いている子どもたちに聞いてみようと、私は考え
たのである。子どもたちに聞くには、どのような方法がよいのだろうか。
”Ask　the　Children”では、アンケートとインタビューを併用していた。ア
ンケート、インタビュー、絵画法など、いくつかの方法を検討してみること
にした。
2．子どもの本音に迫る
　本論文では、子どもの本音に迫るのに、インタビューとr時間簿」を用い
た。「時間簿」は、本論文で試みた新しい試みである。
　インタビューについては、「何故まわりくどいインタビューなどするのか、
気になるのであれば、自分の子どもに直接聞けばよいではないか」「何故、
親が子どもの親の評価を気にせねばならぬのか」という意見もあるはずであ
る。何故、他の家族の子どもにインタビューをしたかの経緯については、以
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下のような理由がある。
　r何故、自分の子どもに直接聞けないのか」という点については、r物理
的には」確かに親が自分の子どもに直接聞くことも可能である。けれども、
今回の子どもたちヘインタビューを行い、親子でないから（他人だからこそ）
聞けたのではないか、ということが多々あった。親子であればこそ、互いに
傷をつけそうな部分には、敢えて触れたくないのである。確かめたくても、
親子であるが故に言葉で確認を取れないことがあるのだということを、イン
タビューの中で、少なくとも私は感じたのである。
　では、何故、親であるのにもかかわらず、r子どもによる親の評価」を気
にせねばならぬのかという点は、どうであろうか。17歳の事件が報道される
たびに、親というものは常にr他者からの目」とr自分の子どもの目」を気
にしているのではないか、と感じていた。前者については大日向の、ある保
守政党の政策審議会の話を引用して説明する。
　非行の凶悪化、いじめや不登校の増加など、子どもの成長発達に多くの
問題が指摘されている昨今、家庭の教育力と母親の育児責任を追及しよう
とする傾向が再び強まっている状況は、マスコミの報道等をみればよく理
解できよう。またこのたびの神戸の少年事件に触発されて開かれたある保
守政党の政策審議会の席上で“子どもの問題はすべて家庭の親、とくに母
親の責任である。子どもに問題が生じたときは、母親も刑事責任を問われ
ても当然なのに、日本の社会は親を甘やかしている”との発言が出されて
いたという。さらにその席上、“家庭や母親に子育て通信簿をつけたらど
うか”といった発言もまじめに交わされていたとのことである。（大日向
　1999：90）（下線は引用者）
　上記のような通信簿があえて発行されなくても、子どもが問題行動を起こ
した途端、親は他人の目が容赦なく、自分の子どもと自分の子育てを評価し
ていることを痛感する。子育ては、すぐに結果のでないものである。インタ
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ビューを通じ、私も含めインタビューをした親の多くが、自分が子育てにベ
ストをつくしたと感じていながらも、一方で自分の子育てに、一抹の不安を
抱くことがあることを知った。
　けれども、上にも述べたように、親子であればこそ、お互いに相手を気遣っ
て言えないことがある。聞けないことがある。共働きをしている友人と話す
たびに、ほぼ共通の思いを持っていることに気がついた。「もっと、ゆった
りと子育てをした方がよかったのかもしれない」という思いである。
　rもう一度、小さい時に戻って、子育てを最初からやり直すことができな
いのだから、気にしても仕方がない」と冷静に思う自分がいる一方で、「こ
れで良かったのだ、大丈夫」と、どこかで誰かに言ってもらいたい自分がい
る。r気にしても仕方がない」、と冷静に考えることはできる。けれども、ど
うやったら、r大丈夫」という安心の根拠を見つけることができるのだろう
か。それは、やはり子どもに聞くことでしか得られないのだと、私は考えた。
そして、私はインタビューをすることに決めたのである。
　時間簿に注目したのは、以前、時間調べを行った折、自分の生活が如実に
現れることを実感したからである。親と子どもはどのように関っているのか、
それを時間の側面で見るために、時問簿は有効であると思われた。インタビュー
を行った7家族（有職主婦世帯6家族と専業主婦世帯1家族）に、平日と週
末の時間の使い方を家族全員に明記してもらい、インタビューで十分聞き取
れなかった部分の補充を行うことにしようと、当初は考えた。ところが、実
際にr時間簿」を集めてみると、多くの読みとりがその中からできることに
気がついた。
　この「時間簿」はあらかわ菜美氏の実用特許を申請したものを、ご本人の
許可を得て、違う形で使わせて頂いた。本来のr時間簿」は、自分の時間を
見直すものであるが、この論文では、他の家族をどのように把握しているか、
自分が何かをやっている時間帯に、他の家族はどのようなことをしているか、
を自分が分かる範囲で記入してもらった。
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　一般に、家族が同じ屋根の下に一緒に住んでいれば、お互いに何をしてい
るかを把握していると考えがちである。そこで、実際に現在の家族は、自分
以外の家族の行動をどの程度把握しているのか、を「時間簿」を通して知り
いと私は考えた。分析の結果は、後で述べるが、同じ屋根の下に住んでいて
も、自分たちのことに非常に忙しく、他の家族がどのように生活をしている
か・あまり把握していない現代の家族像が浮かび上がった。
　ところで、時間の側面から専業主婦世帯と有職主婦世帯の子どもの接し方
を見た場合、大きな違いがあるのだろうか。博報堂生活総合研究所の調査に
よれば、専業主婦世帯の一日の母親と子どもの会話時間が2時間59分である
のに比べ、有職主婦世帯では1時間53分となっている。（博報堂生活総合研
究所　1998：『連立家族［日本の家族10年変化］』「一日の母親と子どもの会
話時間（平日）」）。このデータが正しいのであれば、専業主婦世帯と有職主
婦世帯では、約1時間も子どもとの会話時間が短いということになる。しか
し、統計上のこの1時間の差の大きさは、24時問分の1時間の違いではない。
私達が実際に生活を行っている時間の中の、1時間の差なのである。仮に、
親と子どもが話すことにより、コミュニケーションを深めるのだと考えるの
であれば、毎日の1時間の差は、大きなコミュニケーションの差になってい
くのではないのだろうか。
　東京都の平成9年度東京都社会福祉基礎調査報告書『東京の子どもと家庭』
によれば、子どもが「お母さんにして欲しいこと（複数回答）一性・学年・
兄弟姉妹の数・兄弟姉妹での位置別」調査では、一緒に遊ぶ（8．9）よりも、
自分の話をよく聞いてほしい（14．6）という子どもの希望があらわれている。
（東京都　1990：500）
　実際にインタビューした家族の中でも、専業主婦世帯の母親と、有職主婦
世帯の母親の子どもとの接し方に、時間的な大きな差は見られるのだろうか。
私はこの点にも興味を持ち、時間簿をその面からも検討してみることにした。
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3．インタビュー、子どもの本音
　私が勤務する宇都宮市医師会看護専門学校のディベートの授業で、「三歳
児未満の子どもがいる母親が働く」ことの是非を取り上げたことがある。そ
の折、ブレーンストーミングで出てきた内容は次のようなものであった。
（参加者の平均年齢は、24．5歳。男女の構成は、男性9名、女性31名であっ
た。）
　メリットとして考えられることは、「収入」「ストレス発散」「社会に参加」
r過保護にならずにすむ」などである。これに対し、ディメリットとして考
えられることは、r職場への迷惑」r教育上の問題」r子どもと接する時間の
減少」心情的に「子どもが可愛そう」であった。ディメリットの中には、
「3才までの教育は」「親が育てるべきjという、三歳児神話を背景に感じら
れる意見も見られた。
　その後、実際にこのような意見を述べた学生に、自分の両親の共働き経験
があるのかどうかを聞いてみた。そして、実際に子どもの立場で見た共働き
のメリットとディメリットをブレストシート（メリットとディメリットを比
較するシート）に書き出してもらった。
　38名から寄せられた回答の中で、「子どもの頃、両親が共働きであったこ
とがありますか。」という問いにrある」と答えた学生は、32名。rない」と
答えた学生は、6名であった。実際に両親が共働きを経験した学生に、メリッ
トとディメリットを3つずつ絞り込んでもらったブレストシートで、多かっ
たものを列挙したのが次のものである。
　　　　　　　【子どもの立場で考えたブレストシート】
肯定
・親が帰ってくるまでの自由時間がある。
・友達と一緒にいっぱい遊ぶことができた。
・TVをいっぱい見ることができた。
・友達と一緒にいる時間が長い。
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・自由気ままにすごせる。
・夜ふかしができる。
・怒る人がいない。うるさい人がいない。
・おかしやおやつを好きな時間に食べられる。
・TVやゲームが好きなだけできる。
・勉強しなさいと、言われる時間が短い。ウルサク言われる母が、その時間
はいない。
・放課後、自由に遊べる。
・一人で遊べる。
・悪さができる。
・可愛がられる。
・他の人にかわいがってもらえる。周りの人が、かまってくれる。
・お小遣いがもらえる。（何でも買ってもらえる）
・欲しいものが買ってもらえる。
・休みの日に遊びに連れて行ってもらえる。
・旅行に連れて行ってもらえる。
・保育園に行ける。
・友達ができる。友達の範囲が広がる。
・自宅以外の生活をする事により、共同生活が身につく。
・躾がうけられる。
・自立する。自分で自分のことができるようになった。
・子どもはしっかりする。
・自立して行こうという気持が出る。
・家事が身につく。
・過保護にならない。
・わがまま言わない。我慢強くなる。
・仕事から帰ってきた時や、休日の日はうれしい。
・（親が）おしゃれで若々しく思う。
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・（親が）いきいきして格好よく見える。
否定
・自由時間はあったが、寂しかった。
・家に帰って、自分で鍵を開けるのはこわかった。誰もいない家に帰るのは
　淋しい。
・家に帰って真っ暗だったのがこわかった。
・夕方、誰もいなくて一人で怖い。
・淋しい。（13）
・母親といる時間が少ない。
・一人で留守番。一人で家にいると恐い。
・性格がひねくれる。
・甘えられない時もある。甘えたい時に甘えられない。
・母の疲れた表情を見るのがつらい。疲れているようで、かわいそう。
・おやつが出てこない。
・夕飯が遅いか、コンビニ食。
・おなかが空いたときに困る。飯が食えない。
・お母さんからの手作りのおやつが貰えない。
・一緒にごはんが食べられない。
・病気の時困る。何かあった時不安。
・一緒にいれないから不安。
・遊んでもらえない。
・母親とコミュニケーションを取る時間が少なくなる。
・仕事のイライラを子どもにあたってしまう。仕事で何かあると、あたられる。
・疲れたとかグチを聞かされる。
・職場等のストレスをぶつけられる。
・学校行事に参加できない。
・小学校低学年の場合親が授業参観に来てくれなかった。
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・「～しといて」と頼まれる。
・親が帰ってくるまでに、rこれかっといて」と手伝いをさせられる。
・お手伝いをいっぱいさせられた。
・他の子の親との交流が増えるので、比べられる。
・手料理を食べた覚えがない。
・あまりかまってもらえない。
・困った時、すぐ助けを呼べない。コミュニケーションを取りたい時に、と
れない。
・家事との両立で忙しそうで、一緒に買物に行ったりする時間が十分にない。
・具合が悪くなった時、すぐに来てくれない。
・親への愛着が形成しにくい。
・初期の段階の性格形成に悪い影響を及ぼす可能性がある。
・自分が休みの日も、両親が働いていて、一緒に遊んでもらえない。
・幼児なりの悩みやストレスがたまる。
・我慢しなくてはいけないことがある。
・時々母親以外の人がお迎えに来るのでさびしい。
・母親以外の人に厳しくされることもある。
・母親の時間に合わせて、行動する。
・遠出ができない。
・家事をしなければならない。
・一人で過ごすのでさみしい。（母との会話が減る）一緒にいて欲しい時に、
いてくれない。
・つまらない。
　ブレストシートを見ると、否定の欄に「寂しい」「淋しい」「さみしい」
「不安」「心配」などの言葉がたくさん表れてくる。「さみしい」という表現
は、子ども時代に、両親の共働きを経験した学生の回答の中で最も多い回答
で、13回も出てきた。
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　将来、子どもが出来ても働くかどうかを聞いてみたところ、「経済力のあ
る人と結婚したら、きっと働かない」という答えが返ってきた。ブレストシー
トを見る限り、学生達はメリットよりもディメリットがたくさん思いついた
ことが分かる。
　以下に、実際に共働きを経験した学生が、「お母さんが働いていることで、
あなたが一番困ったこと、不満に思ったこと、つらかったことは何ですか。」
の問いに書かれた言葉を、引用する。
　「学校から帰って、一人でいる時間が淋しく怖かった。」
　「家に帰ったとき、誰もいなかったとき。」
　「予防接種の日、保育園は午後お休みなのだけれど、母と一緒に予防接種
　に行った後は、母は仕事へ行く為に、祖母と過ごしていた。他の友達は、
　お母さんと過ごしていたけれど、自分は母と一緒に過ごせないと思うと
　淋しいと感じたことがあった。」
　「家に帰ってきた時、祖母しかいなくてさみしかった。」
　rさみしいっていうのが一番つらかった。」
　rさびしかった。」
　「遊びや旅行につれていってもらえない。」
　「誰もいない家に帰ること」「学校から帰ってもだれもいなかったこと。」
　「友だちの迎えが母親なのに、不満だった。」
　r帰ってきても母親はいなく、さみしかった。」
　「少しくらいの病気の場合は、仕事にいってしまってさみしかった。」
　「仕事を休むことができなく、授業参観に年に1回程度しか来てくれなかっ
　た。参加名簿に私のところだけ、いつも○がついていなかったので、は
　ずかしかった。」
　r病気になった時、たまたま帰りが遅くなった時、ずっと家に居てくれた
　らなあと思った。」
　「いろいろ、手伝いをさせられた。」
　「幼稚園に着いてから、忘れ物に気づいた時、持ってきてくれる人がいな
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い。」
「4人兄弟だから、さみしくなかった。」
rさみしかったコトはあった。なんでかわからない。」
「学校で忘れ物をした時、丁肌しても家にいない。」
「カギをなくした時」
「既に自立していたので、日常生活には困らなかったが、学校から帰宅し
ても、誰もいないのが少し、淋しかった。」
「いつも家には祖父がいたから、学校から帰って来ても、家に誰もいない
という事がなかった。」
rrただいま一』と学校から帰っても誰もいなくて、自分でカギを開けて
入った。母親が帰るまで、知らない人が入ってきたらどうしよう…
とか、いろいろ考えて恐かった。」
「家の中で一人でいること。」
　3歳児未満で母親が働くことについて、（共働きをすること）のメリット
で考えられるのは、r自由」「自立」rお小遣いなどの収入面」と親が「若々
しい」ということであった。
　以上のような、ブレストシートや統計をもとに考えてみると、子ども達に
インタビューをしても、ディメリットが多い同様な答えが返ってくるのでは
ないか、と私は考えていた。
　ところが、実際に複数の家庭の、複数の子どもにインタビューをしてみる
と、高学年になるほど、共働きを否定的に見る意見は少ないことに気がつい
た。親の状況が理解できる年齢に達しているということも、一つの理由であ
ろうが、それだけではない。むしろ、肯定的に、共働きを見ているのである。
　インタビューする家庭については、階層を考えてまんべんなく抽出するの
が、本来のやり方であろう。けれども、全ての階層をカバーする家庭を抽出
し、協力依頼することはその時点では困難であった。そこで、世帯主が団塊
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世代よりも若く、母親が一番下の子どもが3才未満で働き始め、現在も仕事
を続けている家庭に協力を依頼することにした。
　対象からは、有職主婦世帯であっても、自宅勤務の人々を除外した。これ
には理由がある。共働きについての不安の中に、r子どもとの時間が取れな
い」という項目が見られた。そこで、インタビューをお願いする家庭は、現
在、母親が子どもと「時間的にも空間的にも離れて働いている」家庭を選ん
だ。自営業で事務所で働いている父親の場合にも、自宅が事務所ではなく、
自宅とは離れた場所に事務所を持ち、通勤している形を取っている家庭に、
インタビューの協力を依頼することにした。
　インタビューをお願いした家族は全部で7家族。主婦の就業状況について
は、専業主婦家庭1とフルタイムで働いている主婦の家庭5、パートタイム
で働きつつ大学院に通学中の主婦の家庭1という構成である。　以下に、イ
ンタビューをお願いした家族の構成を紹介する。
IM家　：Mr．IM（44才）会社員、Mrs．IM（40才）専業主婦、長男Y君（13
　　　才）、次男H君（11才）、三男G君（8才）、四男N君（2才）
IS家　：Mr．IS（40才）会社員、Mrs．IS（45才）会社員、長男S君（16才）、
　　　長女Mさん（7才）
KN家　：Mr．KN（43才）会社員、Mrs．KN（42才）小学校教師、長男（16才）、
　　　長女（13才）、Mrs．KNとMrs．Yは姉妹である。
KS家　：Mr．KS（40才）測量技師、Mrs．KS（39才）看護婦、長女Aさん（11
　　　才）、次女丁さん（8才）
N家　：Mr．N（46才）医師、Mrs．N（44才）医師、長女Kさん（16才）
　　　は留学中、長男S君（12才）、次女Mさん（11才）、次男N君（6才）
S家　：Mr．S　（49才）会社員、Mrs．S　（39才）非常勤講師と大学院修士
　　　3年で通学中、長女Mさん（11才）
Y家　：Mr．Y（52才）県の研究職、Mrs．Y（45才）保母、長男D君（19
　　　才）、次男H君（17才）、長女Aさん（15才）である。
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3．1。意外な展開＝rさびしい」よりもr自由な時間が持てていい」と肯定
　　する子どもたち
　当初、インタビューの際に、共働きの子ども達から出てくるであろうと、
私が想像していた言葉は、rさびしい」というものであった。rさみしい」
「淋しい」「寂しい」は、宇都宮市医師会看護専門学校のブレストシートのディ
メリットの項にも頻出していた。
　ところが、実際にインタビューをしてみると、「さびしい」という否定的
な意見よりも、r自由な時間が持てていい」という肯定的な意見（波線部は
引用者）が、高学年になるほど増えてくるのである。r自由な時間」とは、
r親に干渉されない時間」と、ほぼ同義で使われている。（以下のインタビュー
では、Kは川口を表し、それ以外のアルファベットは子供を表している。）
K：お母さんが働いていていいなって思うところって？
H：最近、気づいたんですけど、なんか、仕事の話になると楽しそうなん
　　で。
K：たまに、お母さん働いてなかったらどうだったかな、なんて考えた事
　　なかった？
H：ないですけど。なんか、居たら、自分の親の保護から抜け出せなくっ
　　ていうか。小学校の頃、一人だったから、自分を、何と言うんですか
　ね？
K：自立みたいな？
H：そう、自立できたっていうか。（Y家　次男H君　17才）
A：あんまり、働いていると、観察されにくい。干渉されない。
A：親が働いていなかったり、家におばあちゃんとか居て、家事とか全然
　やらない人っているじゃないですか。そういう人に比べては、そうい
　　うやんなきゃいけないっていう責任感があるかもしれない。
　　（Y家　長女Aさん　15才）
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K：Mちゃん。働いているお母さん、どう思う？
M：かっこいいな！暇な時と比べて、働いていた方が楽しそう。
　　（S家長女Mさん11才）
K：お母さんが働いているって、男の子から見てどんな感じ？
Ke：逆にオレは、そっちの方がいいと思うんですよね。
K：働いている方が？
Ke：何かね、母ちゃんがいつまでも家にいても、何かよくないし。居心地
　　悪いし。
K：えっ？
Ke：居心地、悪いっていうか。まあ、家に帰って母ちゃん居るのはいいん
　　ですけど・ううん、何かねえ。何か自由っていう感じ。居ない方が。
　　（KN家　長男K君16才）
K：母親が働いて嫌なことってある？
S：嫌な点はあまりない。中学校にぐらいになると好きな時間（ゲーム・
　　ビデオ）自由な時間が多くて。母はゲームやビデオは好きじゃないん
　です。（IS家　長男S君　16才）
K：お母さんが働いているといいなって思う点と、イヤだなって思う点は？
S：家で友達とかと自由に遊べるところ
K：が、いいの？
S：がいい。（N家　長男S君　13才）
　インタビューでは、まず、両親が働いていることによって、r困ったことが
あったかどうか」を、最初に聞くことにした。学年が上になれば、子どもた
ちなりに分析を行い、r成功していると思う」、というような表現も出てくる
が、低学年においては、「満足」という表現が、抽象的で分かりにくいと考え
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たからである。そこで、r満足」な状態を、「不安コや「不満」（r困ったこ
とがある」状態）と対するものと考え、そのような質間をすることにした。
　又、将来自分が家庭を持ったときに、r共働きで働くか」どうかも、尋ね
ることにした。法律的には、いつでも結婚ができる年齢に達している、宇都
宮市医師会看護専門学校の生徒に、r将来、家庭を持ったとき、あなたは共
働きすると思いますか」の質問したところ、「夫の収入がよければ、3歳ま
では子育てに専念したい」「子どもが小学生になったら、働きたいが、子ど
もが帰ってくるまでには家に戻っていたい」「子どもがある程度大きくなっ
てからなら働きたい」など、経済的な面と、自分の取得した資格、そして子
育ての間でゆれうごく気持が読み取れるコメントが多数あったのである。で
は、もう少し年齢が下の、子どもたちの共働き家庭への思いはどうなのか、
知りたいと思った。
K：もし、働く女の人と結婚して、子ども育てるにも、条件が揃ったら、
　ずっと女の人が働いてていいと思う？
S：そう、お手伝いさんとかそういうのがいないなら、やっぱり、子育て
　　してほしい。
　　（中略）
K：さっき、そういう人が居たら働いていいって言ったでしょう。もし、
　そういう人居なかったら、働いちゃダメ？子育て僕が半分休んでも、
　やってあげるよってなる？
S：自分の仕事がそんなに大変でなかったら、するかな。
K：基本的には、預けられるひとが居たら、預けて働くのがいい？
S：うちはそうやって、あの、成功っていうか、ちゃんと出来ているから。
　それがいい。（N家　長男S君　13歳）
　S君の口から極めてさらりと出てきた「成功っていうか、ちゃんと出来て
いるから」という言葉に、S君の今の家庭への満足度を強く感じた。では、
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共働き家庭の父親を、子どもたちはどのように見ているのだろうか。
K：お父さん家事やる方？
Ke：オヤジは自分で作って、自分で食うタイプだから。結構手伝いますね。
　　土曜日とか日曜日とかは、ほとんどオヤジが作ります。
K：へえ、理想的だね。ねえ、もし結婚したらそういう風になると思う？
Ke：オレですか。そんな感じいいですね。奥さんがずっと働くのがいいなっ
　　て。オレはそれは賛成ですね。
K：結構子育てするのって、日本の場合、奥さんが一人で大変なのが多い
　　けど。
Ke：オレは大事ですね。（大事：栃木県地方の方言、大丈夫ということ）
K：お父さんやっているの見ているから？
Ke：やっぱ、そういう影響ありますね。（KN家　長男K君　16歳）
K：もし、大きくなってどっちでもいいよって言われたら、自分は働く
　　と思う？働かないと思う？
A：ん～。でも、働くと思う。
K：それは、今働いているお母さんを見てて、いいと思う所があるから？
A：そういうところもある。（Y家　長女Aさん　16才）
　親が働く事について、否定的な意見もあった。暗い中に帰ってくること、
仕事から帰った母親の機嫌が悪くて困る、という意見である。以下に、子ど
もたちから聞いた「母親が働いていて困ったこと」をあげてみる。
K：お母さんが働いていて困ったことは？
S：家に入れなかったことがある。あと、（保育園）20人位居たのだけど、
　毎回、保育園のお迎えが一番最後だった。先生方二人いたけれど、寂
　　しかった。（IS家　長男S君　16才）
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S：大きくなれば、自由な時間があるのはいいことだけど、小学校のうち
　は。中学校になると、一番最初に帰ってくるのは僕。全部雨戸がしまっ
　ていなくって、食器が洗ってなくて。お風呂が入ってなくて。まず、
　雨戸閉めて。洗濯物も取り込んで。風呂も抜いて。食器洗って。米と
　いで。そのくらいの準備はしてました。塾も行ってたんで、自分で飯
　作らないと食えない。カップラーメンは全然なかった。適当に作って
　食べました。（IS家　長男S君　16才）
K：お母さん働いていやなことある？
Y：いやなこと？授業参観は交互。平日の日は（お母さんが）学校途中で
　来てくれて、土曜日はお父さん。あとね、お母さん働いていていやな
　　のは、小学校から養心館（剣道）行っていて、すごく帰ってくるのが
　遅い時。小4の頃、夜ごはん何も作れなかったから、それがすっごい
　　困ったよ。
K：お腹すいちゃって？
Y：そう、食べるものがないから、どうしようかな。ずっと考えていて。
　　結局、隣（おばさんやいとこのいる所）に行って夜ごはん食べたけど。
　　剣道に行く前に。（KN家　長女Yさん　13才）
K：仕事でイヤなことがあった時、それを持ち込んだりすることってある？
S：仕事の嫌な事があったときイライラしているのは、お母さんの方が。
　何かあったら、すぐ怒るような。そんな時は2階に上がって話さない。
　　（IS家　長男S君　16才）
K：お母さんが働いてやだなと思うことってある？
Y：たまに帰りが遅くって。何か学校で何かあると、たまにちょっと何回
　かすごい怒って帰ってくるの。それがすごいイヤだね。たまに。話し
　　聞いてあげないと、怒り出すの。
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K：話し聞いてあげるの？
Y：テレビ見ながら、rああ、大変だったね。」（KN家　長女Yさん　13才）
K：今までに困ったことや大変だったことある？
Y：前、大変だったこと？鍵がなくなった。家の鍵。鍵普通閉めて、外に
　置いておく。その鍵がなくなっちゃって。
　　（KN家長女Yさん　13才）
K：今の時期だと、真っ暗だったりするよね。それでも、鍵開けるのAちゃ
　　ん？
A：こわいんですよ。すご～い。誰か人がいるとか。中にいそうとか。
K：犬も居るんだよね。
A：たよりになんない。カチャッと開けて、こうやって開けて、玄関閉め
　　る時が怖い。中入って閉めたら、外の光も入ってこない。
K：それ、こわい。
A：r電気つけ！早く、電気つけ！」って。（Y家　長女Aさん　15才）
K：お母さんが、働いているとイヤなことを教えてください。
Ke：まず、あれですね、「ただいま」って、「お帰り」ってこない、という
　　か。結構、やっぱりね。
K：その、「ただいま」の時に「おかえり」がないのがイヤなのと、あと
　　は？
Ke：後はね、朝があわただしい。母ちゃんが居る時、たとえば、母ちゃん
　　が何ていうのかな、創立記念日で母ちゃんの学校が休みの時って、居
　　るんですよ。そういう時は、朝も母ちゃんゆっくり起こしてくれるし、
　　オレもゆっくり出れるし。飯もちゃんと食っていけるし。朝はやっぱ
　　り忙しいですね。（KN家長男K君16才）
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　家事の分担、お手伝いの仕方で、兄弟・姉妹の間でもめる事もあるようで
ある。お手伝いについては、分業しているところが多い。お手伝いとお小遣
いが直結している場合もある。例えば、「食器洗いとかでも、食器洗いを洗
剤で洗うのとか、まあ、それを流すのを、ふたつ一緒にやると40円で」（N
家）という具合である。一方で、そのような家事の分担は、当たり前だから
という家庭も、勿論ある。それに対しての反応は、同じ家族の中でもまちま
ちである。
K：お小遣いはどんなシステムになっている？
A：他の家とか、（お手伝いしていくらとか）あるじゃないですか。それ
　　は、当たり前だからって。それをやることは、当たり前でしょって。
K：それは、お母さんに言われる？
A：怒られる。（Y家長女Aさん　16才）
　上記の長女AさんのY家の長男D君からは、お小遣いとお手伝いを関連す
る家庭について、厳しい意見が出た。
D：お手伝いやっていくらというのはなかった。何かやったらご褒美なん
　　ていうのはなかった。それはやるの当然。お手伝いしたらいくら、な
　　んてやり方反対。親になっても人の顔を気にするようになる。これやっ
　　たらいいかなって具合に。自分はそうならなくて良かった。やりたい
　　ことはやる。やりたくないことはやらない。
　（Y家　長男D君　19才）
家事の分業については、長い夏休みが大変だったという感想が、同じ家族の
中から出た。
H：やっぱ3人で作るっていうか、3人で台所に立つと、絶対にケンカに
一47一
川口桂子
　　なるんですよね。
K：なんで？
H：なんか。こう、切り方がなっていないとか。（Y家　次男H君　17才）
K：お兄ちゃんたちが言っていたんだけど、夏休みの食事分担。
A：ああ、やだ。あれ、ケンカになって。
K：2人でもだめなの？どの2人でも、組み合わせだめ？
A：ダメ、ケンカになっちゃう。
K：3人では立たないのね？
A：それでも、立つんだけど。いっつもケンカになる。
　　（Y家　長女Aさん　15才）
　おやつについても、苦情がある。それは、ある時は単なる空腹に対する苦
情である場合もあるが、手作りお菓子への羨望であることもある。聞いてみ
ると、お菓子は用意されている場合もあるのである。お友達の家のような、
「楽しみにするような手作りのおやつ」へのあこがれが満たされなかった、
というような感想もある。
D：帰ってお腹がすいているのに、何も無くて困った事がある。友達が持っ
　ている御菓子が羨ましかった。あれが、おやつなんだなって。
　　（Y家　長男D君　19才）
A：小学校1年とかの時に、友達とか帰ったら、お母さんとかいるじゃな
　　いですか。今日のおやつはr何とかだ～1」とか言って。あ～っ！、
　家へ帰っても誰もいないから。おやつとかないじゃないですか。勝手
　　に食べてみたいな。それが、羨ましくって。
　　（Y家　長女Aさん　15才）
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　以上のように、インタビューの答えの中には確かに困った事もある。けれ
どもどうしようもなく、大変だ、という印象ではない。宇都宮市医師会看護
専門学校の中で一番多かったのは、自分の体調不良の時に、親が休めなかっ
たり、一人で寝ていた心細さであった。困った事で、r体の具合が悪い時は
どうしたのか」を聞いてみた。
　ここで、分かったのであるが、大半の家庭は、実家の援助があった。だか
らこそ、働きつづけられたという側面もあるのだろうが、病気の時に、「一
人だけで寝ていて、寂しい思いをした」という意見はなかったのである。
K：Aちゃんが病気の時はどうするの？
A　l病気になっちゃった時は、病院へ行ってからおばあちゃんちに行くか、
　　（病院へ）行かなくていいときは、まっすぐおばあちゃんちへ行く。
　　お母さんは学校の時は連れて行けなかったから、お父さんが送ってく
　　れた。（KS家　長女Aさん　11才）
K：お兄ちゃん皆勤だといってたし、風邪とか病気で休まない？
Mrs．IS：小さい頃から。
K：仮に病気になっても、連れて行けるわけだよね。
Mrs．IS：そうそう、そうそう、介護する人がいるから。
　　　　（IS家　Mrs．K　45才）
　最後に、保母をしている、お母さんと一緒に登園した、Y家の兄妹のコメ
ントが心に残った。通常、親の職場に一緒に登園できることは、親から見て
も子どもの様子が身近で見られるし、子どもも身近に母親がいるので、安定
した状態と考えがちである。幼稚園の先生としての6年間のキャリアを持ち
ながら、自らの子どもを預けないと仕事を継続できないということで、子育
てを選んだMrs．ISは、保母は子どもと登園できると話してくれた。
　私は、Y家の兄妹の話を聞くまでは、子どもを一緒に連れて登園できた
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Mrs・Yをとても、恵まれた環境だと考えていた。けれども、インタビューを
しているうちに、出てきた感想は、母親が近くにいたからこそ淋しかったと
いうものであった。正直、私はこのような視点を全く持っていなかった。ぽ
つぽつと語られる、ずいぶん昔の記憶に、たった一つの出来事でも、何と鮮
明に子どもは覚えているのだろうと驚き、同時にこの出来事は、きっと子ど
もの口からは、親に伝えられていないのだろうと考えた。
　この時の兄妹の淋しさは、自営業で身近にいながら、自分の相手をしてく
れない家族のそれとも、又異なっている。2人の言葉を、そのまま引用する。
H：あと、ちっちゃいころは、まあ親と遊んだっていうか、記憶がないで
　　すね。
K：逆に一緒に居てもお母さんは仕事先なんだよね。甘えたりということ
　　はできないよね。
H：だから、そうですね。（中略）
K：気がつかなかったけど。仕事に行っているんだから、職場の人もいる
　　から、家の子だけ特別というわけには、いかないよね。
H：そうです。（Y家　次男H君　17才）
K：そうすると、体調悪いとかで寂しいとかは、基本的にはなかったと思
　　う？
A：あったと思う。
K：あったと思う？
A：何か、友達がお母さんにだっこされて。先生だから、だっこされて。
　　自分はrお母さん」と呼べないから。なんか、だっこしてもらいたい
　　んだけど、でも、保育所だから甘えはきかない、許されない。（中略）
K：でも、やっぱりお友達と一緒に甘えるわけにはいかないって。
A：一番なんか変な印象は、何か選んでいたんですよ、物を。3個くらい
　　あって。rこれにしよう」って思って決めた時に、隣にお母さんとそ
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　　の友達がいて、「じゃあ、これね」って。で、「え～っ」って思って。
　　rいいでしょう？」って言われて、「え～っ」。
K：でも、言えないよね？
A：rいいでしょう」何で勝手に決めちゃうの？って。それで、なんか、
　　自分の子だから我慢させる、そういう印象がすごい、1回すごい、印
　　象深い。（Y家　長女Aさん　15才）
3．2．親と子は、お互いにどのような時間の使い方をしているのか
（時間簿から見る親子の関わり方）
　①の時間簿は、今回インタビューをした中で、唯一の専業主婦である。
「共働き」家庭に比べ、専業主婦は、時間にゆとりがあると思われているが、
本当にそうであろうか。時間簿を、子どもと過ごしている時間を口で表示
し、家事に関っている時間を麗で表示した。今回の時間簿では、自分の時
間のみでなく、自分から見た家族の様子を各々記入してもらった。それは、
家族同士でどの程度お互いの生活を把握しているかを調べたかったからであ
る。その中で分かった事は、親は自分自身の生活のみでなく、子どもの塾や
お稽古事の送迎で大変忙しく、子ども自身も、自分の部活や塾、お稽古事で
忙しいという事実であった。お互いが、忙しいのである。だから、互いの様
子が分からなくても、仕方がないのではないか、というのが、いくつかの表
を比較してみての、正直な感想であった。
　しかし、一方でその忙しさが、子どもが共働きにあまり不安を持たないこ
とのカギなのではないかとも思われた。そこで、各家庭の、平日と休日の家
庭ごとの時間の過ごし方を、比較してみた。各家庭に共通して言えることは、
子どもが大変忙しいということである。インタビューでも気がついたことで
あるが、複数のお稽古事が一つの曜日に重なっている子どももいる。例えば、
二つの家族の1週間のお稽古事のスケージュルを見てみよう。
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子どものお稽古事のスケージュル
KS家の場合
　曜日
氏名
月 火 水 木 金 土 日
Aさんそろばん そろばん 英会話 そろばん 合唱団
ピアノ
Tさんそろばん そろばん 英会話 そろばん
S家の場合
　曜日
氏名
月 火 水 木 金 土 日
Mさん塾（大宮） 英会話
ヨ　ガ
塾（大宮） お習字
スイミング
塾（大宮） 合唱団
ピアノ
特算教室
　この二つの家族が、インタビューを行った7家族の中で特殊でないことは、
インタビューからも分かった。特に、小学校のうちは、スポーツ少年団で、
親子ともに多忙な生活を送っている家族が多い。学童野球、サッカーチーム、
剣道教室などに通う親子は、休日の土曜日・日曜日も試合で家でゆっくり過
ごすことが出来ない状態である。
　今回インタビューをしたY家とKN家は、子ども達が全員剣道の教室に通っ
ていた・小学校の時は週に3回、夜7時までに夕食を済ませ、9時半まで練
習がある。Y家とKN家は、もう一軒の親族と交代で送り迎えを行っていたと
いう。又、KN家の長男は、剣道教室と学童野球に入っていた為、必ず日曜日
には試合が入っていたということであった。その忙しさを、Y家の次男H君
（17才）は、非行に走る暇がなかったと、話してくれた。
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H二剣道やっていたから、なんか、非行に走らなかったっていうか。
K：剣道何年生からだっけ？
R：小4。兄貴が入って、見に行ってから入ったんで。小3だったかもし
　れない。
K：剣道やっていたから、時間は結構忙しいよね。週何回剣道？
H：小学校の時は、週3回ですね。
K：何曜日だっけ？
H　l水、金、土。（Y家　次男R君　17才）
K：剣道やっていた頃って、あわただしくなかった？
Ke：あわただしかったですね。剣道やっていた時は、母ちゃんその時は、
　　早めに帰ってきていた。小学校の時は、剣道週に3回、隣やっている
　　から。その時は、むこうが送りで。迎えを頼んだり。
K：晩ご飯とか、食べて行かないといけないんでしょう？
Ke二そうですね。6時半頃帰ってましたね。
K：中学校入って、剣道やめて野球部になった方が、夜の生活は楽だった？
Ke：オレはそうだけど。Y子が続けていたからね。どっちにしろ。
K：剣道は大変だよね。試合だとか、交代でみんなで行っていた？
晩：小学校の頃。オレ、野球やっていたんですよ。Gライター一ズって。だ
　　から、剣道がない日は、野球の試合があって。野球の試合がない日は、
　　剣道があって。絶対、日曜は何かありましたね。
K：そしたら、日曜日に遊びに行くなんてできないじゃない？
Ke：オレはないすね、ほとんど。たまに、野球の練習があって、午後遊ぶ
　　とか。
K：今でもそう？
挽：今のほうが楽かもしれないですね。今日曜日、オレ休みあるし。
　　（翻家　長男K君　絡才）
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実際に、各々の家庭はどのように平日、休日を過ごしているのかを時間簿で
見てみた。
　時間簿を比較してみると、ほとんどの家族でお互いが把握している時間に
ずれがあることに、気がついた。時間簿で、一人一人に他の家族が何をして
いるように、見えるかを記入してもらったところ、平日も休日も、一緒に夕
食をとっているつもりの家族が多い。例えば、Y家とN家は、家族全員が、
一緒に食事をしていると、時間簿では報告している。にもかかわらず、各々
の時間簿を並べてみると、時間にずれがある。又、入浴の時間、就寝の時問
も、同じ屋根の下に暮らしていても、互いに分からないことが多い。
　これは、今回のインタビューを行った対象が、既に「川の字型」に寝る年
代を卒業していること、又、どの家庭も、一人に一部屋、或いは姉妹、兄弟
で一部屋の個室を持っていることにより、お互いの状況が把握できないとい
うことにも起因していると思われる。
　一方で、共働き家庭の母親達は、子ども達との時間をなるべく持とうと、
積極的に努力している事が、時間簿から良く分かる。子どもの勉強を見たり、
本を読んで聞かしたり、一緒に勉強をしたり。各々の子どもは、自分に対し
て向けられた親の時間に対しては、正確に記入しているが、他の兄弟、姉妹
に向けられた親の時間に対しては、無関心である。送り迎えなどの時間のず
れには、そのような「自分に向けられた親の視線に集中するが、他の家族に
向けられた視線に対しては、無関心」ということの、あらわれなのかもしれ
ない。
　専業主婦のIMさんと有職主婦のNさんを、子どもたちがどのように見てい
るかを表してみた。□の部分は、母親が子どもたちと関わっている時間で
ある。各々の子どもたちは、母親が自分と関わっている時間ははっきりと分
かっているが、その他の時間については、空欄であった。
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専業主婦の撫s．蹴の平日の時間簿と子供たちが見たお母さんの様子
鮪帥乱尉，長男（’3）娚㌧三男（9㌧番左側力軌㎞韮擁本人の書し、
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　時間簿からも分かる通り、夫婦といえども、お互いの生活を把握しているわ
けではない。そして、それと同じことが、子どもにも書えるようである。それ
は、空間的にも理解できることである．一つの部屋に集まっているのは、時間
簿を見ると、テレビの時間と食事の時間くらいである。それ以外の時間につい
ては、お互いに個室を持ち始めた、親と子どもは、同じ家の中に居ながらも、
お互いに何をしているかは分からぬままで居ることが多いということなのだろ
うか。そして、お互いの部屋についての意識も、同じ家の中でも、他人の部
屋、他人のテリトリーという感じ方に変化しているように、思われた。
K：部屋は8こ。其々に一人ずつ？
H：お母さんにはない。
K：共有部分は台所と、居間。それ以外に、共有部分は？
R：ない。4つ個室があって、寝室があって、客間があって。ひとの部屋
　　に行ってくつろいでもいいし。
K：ひとの部屋に入ってくつろいじゃってもいいし、って同じ家の中でしょ
　　う？和風でつながって、使える部屋多いよね。お泊りに使える部屋も
　　あるね．
H：お泊り、楽しいですよ。（Y家　次男R君　貿才〉
　こうして見ると、家族だから何でも分かり合っているということはありえな
い。けれども、それでも家族が不満足に感じないというのは、何故なのだろう
か。一つには、家族各々の意識の変化が考えられるのではないだろうか。「家
族だから全て分かり合える」、というr密達で、全てがr透視」できたような家
族関係から、お互いに見えにくい「個」の部分があることを了解の上で、家族
という集合体を大切にする世代が生まれ？つつあるのではないか、と考える。
　以前は、携帯電話のように、どこに移動しても連絡の取れる便利な道具は
なかった。だからこそ、お互いの所在の確認をし合い、知っておく必要があっ
たのではないか。現在のように、お互いが簡単に連絡をとれあえることが前提
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であると、全てを知っておく必要はなくなり、自分にとって必要な情報だけ力叉
手元にあれば安心なのではないだろうか。
　個室に入ると、何をしているかはほとんど分からない。けれども、声をかけ
れば、居間に集まることができるように、常に連絡が取れる可能性を持ってい
る相手の全てを知る必要も、必然もなくなったのではないか。
　更に、以前のように沢山の親族が同居していた場合に比べ、家族の単位は
小さくなり、子どもの数も減っている。お互いが全てを知り合うことは、無用
な息苦しさを生むことになるのかもしれず、私達はそれに気がついているのか
もしれない。
　インタビューを受けた子どもたちが、何故困ったことがあったにもかかわら
ず、かくも自分の「共働き」の生活を評価していたのかを解明する鍵は、ここ
にあるのかもしれない。
　非常にエゴイスティックな言い方を敢えてするならば、自分の生活が脅かさ
れず、制限されることがない限り、子どもたちは親の働き方に好意的なのでは
ないかということである。
曳甲似フ」フN KS Y KN IS IM S 、！、 75 45 45 0 15 0 45 32135 90 45 60 45 210 60 92
4．時間簿から見える父親像と母親像
　時間簿を見てみると、子どもと父親・母親が一緒に何かをしている時間が
あまり多くないことが分かる。
　次の表及び時間簿は、2000年12月の平日及び休日に、インタビューを行っ
た7家族の父親と母親が、子どもたちと過ごしている時間を分の単位で表し
たものである。朝食が「個食」「孤食」（足立1983／2000）になりつつあると
言われているが、時間簿を見ると、父親か母親が、子どもたちと食事を共に
しようとしている姿が伺われる。
　　　　　　　　平日に父親・母親が子どもと過ごしている時間　　　　　　　　（単位分）
休日に父親・母親が子どもと過ごしている時間
N KS Y KN IS IM S 、！、 120 195 60 90 75 150 0 99180 195 105 60 90 135 105 124
（単位分）
一59一
川口桂子
父親の時間
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父親の時間（休日の場合），
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　19騒年の統計によれば、父親が子どもと一緒に過ごす時問の国際比較で、
日本は3．32時間となっている。けれども、今回の7家族の時間簿を見る限り、
夕食の時間を合算しても、3．32時間に満たないのではないか、と思われた。
1994年の6力国の中で、父親が子どもと過ごす時間が最も少ないのは、日本
であった。けれども、今回の時間簿を見る限り、父親も子どもも更に忙しくなっ
て、一緒に過ごす時間が減少しているのではないか、と考えられる。
8
子供と一緒に過ごす時間の国際比較
麟6
??????
礁
?
?? ?? ???? ???? ??
（大日向　豆999：51）
（財）日本女史社会教育会「家庭教育に関する国際比較調査」（m94年〉
　一方、母親はゆったりと子どもと関っているかというと、時間簿で見る母親
は、朝かなり忙しいようである。インタビューの「働いている日の朝とそうじゃ
ない日、全然違う。起こす時の声まで違う」（KN家　長男K君　i6才）言葉を
借りるまでもなく、時間簿でも母親の多くは、朝食を一緒に取ることもままな
らない状態である。子どもたちのお弁当を作ったり、洗濯物を干したりと、家
事で忙しく、ゆっくりと朝食を一緒の食卓で食べている家庭は少ない。時問
簿で家事に関係する時問を羅で、子どもと関っている時間を口で塗り分
けると、母親の朝の時間帯はほとんど麗である。
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母親．璽時間（13旦の平日の場合）
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母親の時問（隻2月の休8の場含〉
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子どもたちの「働く親」観
　仮に、以下の，響Ask　the　Children”で行ったような、「時間に追われていると
感じるか」というアンケートを行ったとすれば、かなり高いポイントでr時間
に追われていると感じている」という答えが予想される状態である。
時間に追われていると感じるか
?????
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8才～18才の子ども及びその母親に聞いたもの
（El　l　en　　l999：87）
　子どもたちが毎朝、忙しそうな母親の姿から、将来働きたくないと考えてい
るのかというと、決してそうではない。母親と同性の女子の意見には、将来働
きたいという意志をあらわすものが多かった。一方、男子に対して行った、
r将来結婚したら、妻が働く事に協力するか」という問いに対し、r経済のた
めに働くなら、賛成しない」という意見もあった。経済のために働くとは、ど
ういう感じなのかを聞いてみた。「帰ってきた時、いかにも疲れたっていう感
じ。」（IS家長男S君16才）という答えだった。
4．1r生きがいで働く」とはどんなことか（ある日の我が家の会話から）
　IS家の長男S君の一言が、私の心ににひっかかったままでいた。「将来、妻
が働きたいと言ったら、協力するかもしれません。でも、経済的な理由で、働
くのなら、反対します。」
　彼は私の「経済的ではない働き方って」の質問に対して、次のように答え
た。「仕事から帰ってきたときも、生き生きしているっていうか。経済的な理
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由で働く場合って、帰ってきたときに、疲れたっていう感じですよね。」
　至2月のある濤、車の運転中に、彼の書葉がふと頭をよぎった。横に座って
いた娘に聞いてみた。
rママって、生きがいで働いていると恩う、それとも、経済的な理由で働いて
　いるって思う。どう見える。」（娘は極めて、あっさりと答えた。〉
「それは、経済的な理由でしょう。」
　正直、意外な、いやむしろ、心外な答えだった。S君式の発想で言えば、
私は家に帰ってきたとき、ド疲れたコという顔をしていることになる。自分で
は、結構「生きがいで働いている」といきに感じているところがあっただけに、
ショックだった。自分が精神年齢を、実年齢以上に若く保っていられる理由
は、学生と交わって、生きがいを感じているからだ、と親の私は考えていたの
である。当然、身近で見ている娘は、私が「生きがいを持って働いている」と
分かってくれている、と考えていた。そういうわけで、どうやら私はかなり落
胆した対応をしたらしい。敏感な娘は、すぐに反応した。
「じゃあ、生きがいで働くって、ママにとってどういうこと。」
と、聞いてきた。それは、私が知りたいことだった。娘にどう思っているのか
を聞いた。
「母親が「生きがいで働く」ってこと，。．例えば、パパがr仕事と家族、仕
　事と僕、一体どちらが大切なんだ、一体どっちを選ぶんだ」って聞いたとす
　る。そういう場合、「勿論、仕事が大切よ。」って、ママが答えたとしたら、
　「生きがいで働いているんだ」って思うと思う。」
　この説明を聞いて、母親としてはちょっぴり安堵した。彼女にとってr経済
的な理由で働いている」という私は、家族や夫を第一に考えている母親なのだ
ということの、裏返しだったのだ。
　「生きがいで働く」のか、「経済的理由」で働くのか。働く理由は、簡単に
割りきって分析できるものではない．けれども、「生きがいで働く」というこ
とのイメージがどのようなものなのか、一人の中学一年生の目を通して見た分
析に、明快なヒントを得られたような気がした。
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5．子どもたちはr働く親」をどのように見ているのか
　子どもたちにとって、r生きがいで働く」とかr経済的理由で働く」という
ことに、違いはあるのだろうか。確かに、上で述べたように、IS家のS君の言
葉は、私に働き方ということで、疑問を投げかけた。けれども、では、r生き
がいで働いている家庭」だから、子どもが満足とか、「経済的理由で働いてい
る家庭」だから、子どもが不満足などということはあるのだろうか。一体、そ
の二つの働き方の線引きはどこで行われるのだろうか。
　私達の仕事は、いつでも100％「生きがい」であったり、100％「経済」のた
めだったりすることは、ありえないのではないだろうか。仮に、「経済的な理
由で働く」場合であっても、自分の働きによって、子どもにより豊かな教育が
受けさせられたり、よりおいしいものが食べさせられたりしたなら、親として
はそれが十分に、r生きがい」になるのではないか、と考えた。
　子どもたちは「働く親」をどのように見ているのか。インタビューの中で、
r家に居る」お母さんに友達が作ってもらっているr手作りお菓子」を羨望す
る声が聞かれた。が、今回のインタビューでは、「働く親」の子どもたちにし
かインタビューをしていないので、r働く親」の子どもたちが、r家に居る親」
の子どもたち以上に、満足しているかどうか、などという比較は行えない。又、
勤めるという形を取らなくても、普段の生活にr生きがい」を持って活動して
いる人々が多い中で、r働く親」とr家に居る親」を対立して扱うこと、比較
すること自体に、無理があるとも考えられる。
　では、私がこの修士論文で問いたかったことは何なのかといえば、非行があ
れば取り上げられ、欠損家族とさえ言われていたr共働き」の家庭の子どもた
ちが、本当に現状をどう思っているのか、その本音を聞きたかったのである。
それは、本音こそが、「子どもたちの目」の親への評価だと考えたからである。
　インタビューをするうちに、私が抱いていた家族のいわば理想像、「お互い
何もかも分かり合える密な関係」でなくても、家族はお互いを受容でき、好
意的に存在を認め合うことができるということが分かった。そのような関係へ
の変化の理由を一つに限定することは困難である。家族の単位が小さくなった
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こと（複数世帯の同居が少なくなったこと）や、家の構造が変わったこと
（個室の普及・集う部屋の減少）、情報伝達の方法の変化など、色々なことが
考えられるであろう。
　「お互い何もかも分かり合える」必要がなくなっても、子どもたちが満足を
感じるためには、一定の条件があるように思われる。それは、自分に対し親の
視線が集中しているか、ということである。何もかもがバーチャルで体験でき
るなかにあって、生身で傷つけあう余地を残しているのが、親子関係であろう。
それは、過去形ではなく、常に現在進行形なのである。仮に問題のr17歳」
と言われようとも、親たちは恐れる必要はないのである。子どもたちは、生身
の親の存在の対応の中に、「自分」を見ているのである。
　「子育てが失敗だった」「子育てがうまく行った」などと子育てを過去形に
することは、本来、ずっと現在進行形であるはずの親子関係を作れなくする危
険性をはらんでいる。親が子どもへの視線をそらさなければ子どもたちは親
が想像している以上に親のことを理解してくれる存在であるのだと、私はこの
インタビューを通じ、確信したのである。
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IS家の父親・母親と子どもの過ごし方（12月の平日の場合）
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KS家の父親・母親と子どもの過ごし方（12月の平日の場合）
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